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D06a C/2001 Q4 (NEAT)彗星およびC/2002 T7 (LINEAR)彗星の Iバンド可
視偏光撮像観測
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彗星の偏光観測は、彗星ダストの特性を探る上で非常に有用な手段である。我々のグループでは、可視偏光撮
像観測のための装置を開発し、リニア彗星（C/2002 T7)およびニート彗星（C/2001 Q4）の Iバンド観測を行っ
た。観測は、県立ぐんま天文台の６５ cm望遠鏡に今回開発した装置を取り付けて行われた。
リニア彗星の観測は 2003年末に行われ、位相角 7◦ 付近および 27◦ 付近の観測データが得られている。一方、
ニート彗星の観測は 2004年 5～6月に行われ、位相角 52◦付近から 87◦付近の間でデータが得られた。特に、ニー
ト彗星に関しては地球再接近頃の最も空間分解能の高い時期のデータを得ることができ、偏光度マップにおいて
彗星核近傍の高い偏光度領域を検出している。
発表では、異なる位相角において行われた観測の結果を報告し、ニート彗星、リニア彗星それぞれの彗星ダス
トについて議論する。また、今回開発した装置についての簡単な紹介も併せて行う予定である。


